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25

懸
念
さ
れ
て
お
り
、

I
T

機
器
の
低
消
費
電
力
化
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
磁
気

を
も
た
ら
す
「
ス
ピ
ン
」

の
性
質
を
活
用
す
る
「
ス
し
、
こ
の
方
式
で
は
、
電
を
制
御
す
る
に
は
、
同
制
ー
プ
（
添
加
）
す
る
こ
と
成
し
た
。
さ
ら
に
、
墨
産

ピ
ン
ト
ロ
ニ
ク
ス
」
と
呼
流
に
よ
っ
て
生
じ
る
発
熱
御
効
率
の
大
幅
な
向
上
が
で
、
電
圧
に
よ
る
磁
極
制
プ
ロ
セ
ス
ヘ
の
技
術
移
管

ば
れ
る
研
究
分
野
で
は
、
に
起
因
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
求
め
ら
れ
て
い
る
。
御
効
率
を
大
幅
に
向
上
さ
や
企
業
と
の
共
同
研
究
に

磁
石
の
磁
極
が
持
つ
不
揮
ロ
ス
を
避
け
ら
れ
な
い
。
産
業
技
術
総
合
研
究
所
せ
る
プ
ロ
セ
ス
技
術
を
開
よ
る
電
圧
制
御
型
M
R
A

発

性

を

利

用

し

た

待

機

電

（

産

総

研

）

は

、

電

圧

を

発

し

、

重

金

属

と

し

て

イ

M
チ
ッ
プ
の
試
作
に
も
取

低
損
失
に
注
目

カ
ゼ
ロ
の
不
揮
発
性
磁
気
印
加
す
る
ナ
ノ
磁
石
と
絶
リ
ジ
ウ
ム
を
導
入
す
る
こ
り
組
ん
で
い
る
。

メ
モ
リ
l
M
R
A
M
の
開
一
方
で
、
基
礎
研
究
段
縁
体
の
間
の
界
面
に
原
子
と
で
、
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ

発
が
行
わ
れ
て
い
る
。
階
で
は
あ
る
も
の
の
、
電
層
レ
ベ
ル
の
重
金
属
を
ド
ス
の
磁
極
制
御
効
率
を
達

M
R
A
Mは
磁
石
の
磁
圧
を
用
い
た
磁
極
制
御
手

極
の
方
向
を
利
用
し
て
情
法
も
あ
る
。
こ
の
手
法
で

報
を
記
憶
す
る
。
現
行
の
は
、
原
理
的
に
電
流
が
不

M
R
A
Mで
は
電
流
で
磁
要
な
の
で
、
次
世
代
の
M

近
年
、

A
I
（
人
工
知
気
情
報
を
担
う
ナ
ノ
磁
石

R
A
Mに
お
け
る
低
損
失

能
）
や
I
O
T
（
モ
ノ
の
の
磁
極
の
向
き
を
制
御
な
情
報
書
き
込
み
技
術
の

ィ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
、
ビ
（
磁
極
制
御
）
す
る
電
流
候
補
と
し
て
注
目
さ
れ
て

ッ
グ
デ
ー
タ
（
大
量
デ
ー
書
き
込
み
方
式
が
広
く
採
い
る
。
し
か
し
、
実
用
的

タ
）
な
ど
に
関
す
る
技
術
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
な
低
い
電
圧
印
加
で
磁
極

の
急
速
な
発
展
に
伴
い
、

情
報
処
理
謳
お
よ
び
電
力

消
費
量
の
爆
発
的
増
大
が

機
器
を
省
電
力
化

技術で
末

⑲ 

ー産巖•Illの挑戦一

電
庄
書
き
込
み
式

M
R
A
M

電圧による磁極制御の模式図

安
定
動
作
と
大
容
駄
両
立
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揮

員

~
ユ
不
究

~
ピ
一
研

~
ン
タ
任

i

コ

ン

主

~
理
セ
ム

~
原
究
一

一
新
研
チ
グ
リ

ま
た
、
現
状
の
電
圧
書
一
研
ン
モ

総
イ
メ

き
込
み
方
式
で
は
、
書
き
一
産
テ
発

込
み
信
号
の
精
密
な
制
御
匹
…
…
…
…
…
•
•

が
必
要
で
あ
り
、
安
定
的
究
者
と
し
て
、
新
た
な
駆
を
目
標
と
し
て
い
る
。
新

な
メ
モ
リ
ー
動
作
と
大
容
動
原
理
に
基
づ
い
た
電
圧
し
い
電
庄
書
き
込
み
方
式

量
化
の
両
立
が
難
し
い
。
書
き
込
み
手
法
の
開
発
を
を
開
拓
す
る
こ
と
で
、
情

こ
れ
を
解
決
す
る
た
め
独
自
に
進
め
て
い
る
。

報
不
揮
発
性
と
低
駆
動
電

に、

2
0
2
3年
か
ら
科
こ
こ
で
は
大
容
量
化
し
力
性
を
兼
ね
備
え
、
広
範

学
技
術
振
興
機
構
(
J
S
て
も
安
定
な
書
き
込
み
が
な
階
層
に
適
合
可
能
な
次

T

)

さ
き
が
け
「
新
原
理
可
能
な
新
規
の
電
庄
駆
動
世
代
メ
モ
リ
ー
ヘ
の
展
開

デ
バ
イ
ス
創
成
の
た
め
の
型
磁
極
制
御
技
術
の
実
証
を
目
指
す
。

ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル
」
の
研
と
そ
の
省
電
力
化
の
達
成
（
木
曜
日
に
掲
載
）

新
駆
動
原
理
探
る
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